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○活動の中心は防災啓発活動
サルビア分団は市内で唯一女性だけで構成されている

消防分団で、災害出動は行わず、幼児向けの大型紙芝居
など防災啓発活動を中心に活動をしています。
子ども相手に活動をすることがほとんどなので、楽し

く遊びながら命を守る方法を身に付けてもらう方法を考
えたり、子どもの集中力に合わせて１回のワークショッ
プを10分程度にしたりするなど、いろいろ工夫しながら
活動をしています。

ワークショップの内容を子どもたちがすっと吸収して
くれた時や、「伝わった」と感じる時にやりがいを感じた
り、子どもたちに「また来てね」と言われると、とても
うれしく感じたりします。
防災、命を守る行動が、ラジオ体操のように、当たり

前のことになっていってほしいと考えています。

○防災カルタを作成
保育園や幼稚園での啓発活動を続けていく中で、団員

の都合がつきにくい平日でも活
動を続けていくために、紙芝居
よりも少人数で実施できるカル
タの作成を思いつきました。

毎月の会議の中で、カルタの
言葉のアイデアを出し合い、３

年程かけて完成させました。
カルタには紙芝居やワークショップで伝えている内容

が全て盛り込んであります。カルタは、みんなが知って
いるので、親しみを持ってもらいやすく、また大人にも
関心を持ってもらいやすいので、保育園や幼稚園だけで
なく、出初式や小学校でも実施しています。

○サルビア分団の活動について

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：５月11日〜６月10日 ９：00・20：30

消防救急課
（緯356－2005 胃356－2016）

問い合わせ先

イラストも半年ほどかけて全
て手描きで完成させました

吉住友里さん

災害の発生は止められません
が、減災に努めることはでき
ます。小さい頃から防災・減
災を意識してもらって、それ
が大人にも伝わって減災につ
ながればと思います。

出射京子さん
い で

消防団を知らない人はまだまだ多
いので、消防団の活動を広く伝え
ていきたいですね。四日市にサル
ビア分団ありと言われるくらい、
たくさんの人に知られるように頑
張りたいと思います。

寺地美和さん

主に子どもたちの前で話す役
をしていますが、もっと上手
に伝えられるように、分団員
全員でスキルを高めて行きた
いと思います。

消防団
はじめま
せんか？

→

サルビア分団は、平成17年９月に消防団の活性
化対策の助けとするために結成されました。

サルビア分団

紙芝居で「知識」を身に付け、ぼうさいDUCKで体を動かす。
知識も大切だが、体で覚えてもらえるようにしている


